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１．開講の経緯と目標�

大学院修士課程の改組（2015）に合わせて	
「海洋学専攻」が目指す「総合海洋学」を構築する	

海洋文明学科   文	
環境社会学科　文	
海洋地球科学科　理	

水産学科生物生産専攻　生	
水産学科食品科学専攻　生	
海洋生物学科　生	
航海工学科海洋機械工学専攻 工	
航海工学科航海工学専攻 工	

海洋学専攻	

共通必修科目	
　「海洋概論」	

必修科目	
「総合海洋学特論」	

課題：　対象者、講義の目標、講師の選考	

海洋学部	

海洋工学専攻	

水産学専攻	

海洋生物学専攻	

海洋科学専攻	

(従来）	 (改組）	

海洋学研究科	



 	

海洋生命圏	

分野	
 	

海洋地球圏	

分野	

 	

海洋人間圏	

分野	
総合海洋学	

科目群	

海洋学研究科　修士（海洋学）	

海洋文明学科	

環境社会学科	

海洋地球科学科	

海洋生物学科	

水産学科	

食品科学専攻	

水産学科	

生物生産学専攻	

航海工学科	

海洋機械工学専攻	

航海工学科	

航海学専攻	

海洋学部　学士（海洋学）	

総合科学としての海洋学を理解する�

Week1	

Week2	

Week3	

Week4	

各研究分野の概説に1週をあて、総合海洋学の理解と気づきを促す	

文	

生	

理	工	

１．開講の経緯と目標�



講座の目標�

■「海」の現状と課題を知り、海の恵みを受け続けるために、�

今、何をすべきかを考える�

■ 詳細な理論の解説は最低限にとどめる。�

■ 数式は高校生が理解できる程度とする�

■ カテゴリーⅢ：大学が提供する特別講義、公開講座相当の

講座�

2	

受講対象者�

１）社会人・一般（文系大学卒業程度）�

２）高校生（海に興味）�

１．開講の経緯と目標�



■ 教材作成：　ネットラーニング社	

・ 著作権の確認・取得	
・ ビデオ撮影の日程調整・場所の確保	
・ 字幕入力	
・ 開講後の受講状況確認	
　　（ディスカッション・ボード、確認テストの監視、受講者への喚起）	
・ 望星丸乗船（対面授業）のアレンジ	

・ プラットフォーム運用全般（ディスカッションボードを含む）	
・ ビデオ作成・編集	
・ 受講生の受講状況解析	

■ 学内支援体制： 教育支援課（大学本部）�

２．講座制作と実施概要�



講座の内容�
海から考えるこの星の未来－海洋学への誘い�

◆第１週：今、海で何が起こっているのか？�
　　海に起因する地球環境問題（久保田雅久）�
　　資源・エネルギーの利用と国際的な管理（渡邉啓介、大久保彩子）�

　　国境を越えた人間社会との関係（山田吉彦、石川智士）�
�

◆第２週：海の仕組みを知る�
　　海と気候の関係（植原量行）�
　　海に溶け込む炭素の動き（成田尚史）�
　　沿岸の海の作用（仁木将仁）�
　　海を調べる手段（植原量行）�
�

◆第３週：海の生き物と環境�
　　食物連鎖による物質とエネルギーの流れ（大泉 宏）�
　　深海の生き物の生態（福井 篤）�
　　沿岸域での生き物の暮らし（田中克彦）�
�

◆第４週：海の知識を活かす（川崎一平）�

　　海の生物多様性を守る－水族館の役目（秋山信彦）�
　　海と環境の教育（伊藤芳英、吉川 尚）�
　　海と人との関わり方を考える（田中博通）�

人と海　６講義	

海の構造　９講義	

海の生物　９講義	

海洋教育　７講義	

31講義×(10～15）分 ＝ 400分（6時間40分）	

２．講座制作と実施概要�



17名の講師団（６学科＋博物館）によるリレー講義	

講義内容・難易度の検討、調整	
分野による専門用語の違い	
図表の引用	

課題：	



３．教材の学内活用�

（1）大学院講義（反転授業）	

　・目標：　幅広い視野を持つ	

　・必修科目「総合海洋学特論」	

　・グループ討議・発表	

　・全３１講座をDVDにコピー、全員に配布	

（２）AO入試課題	

　・目標：　学部の内容の理解と学科間の関連を知る	

　・選択課題のひとつ、一部の学科で提示	

　・大学Web（アクセス制限、期限付き）上に全講座を掲載	



大学院必修科目「総合海洋学特論」での反転授業�
目標	
　・専門分野にとらわれない幅広い視野を持つ	
　・他分野の学生間でのコミュニケーション	

概要（2015年度受講生21名、担当教員10名）	
  　１.　受講学生にJMOOC-DVDを配布	
　week1自宅学習	
  　２.　　week1の内容を解説。関連課題を提示　→　4-5名のグループに分割	
  　３.４．グループ議論、問題提起、全体議論	
　week２自宅学習	
 　 ５． 　Week２の内容の質疑応答。グループで関連課題を提示	
 　 ６.７ ．グループ議論、問題提起、全体議論	
　week３を自宅学習	
 　 ８． 　Week３の内容の質疑応答。グループで関連課題を提示	
  　９.１０　グループ議論、問題提起	
　week４を自宅学習	
　１１．	Week４の内容の質疑応答。グループで関連課題を提示	
　１２.１３.１４　グループ議論、問題提起	
　１５．報告書まとめ・提出	

３．教材の学内活用１（大学院講義）	



学生の選出テーマと最終発表題目	

A) 水産資源管理に関する問題：　イルカの追い込み漁を考える	

B) 海底資源開発による環境負荷の問題： 海底資源開発による環境負荷	

C) 海洋ごみ問題：　教材としての海ゴミ	

D) 海底資源の利用に関する問題：　東シナ海の国際共同開発の提言	

E) 生物多様性に関する問題：　生物多様性を考える	

2015年度受講者数 21名	

• 問題設定が明確か？	
• 問題解決に向けたアプローチが示されたか？	
• 複数の視点が考慮されているか？	
• 検討できなかった点を把握しているか？	

成績評価基準　
(S,A,B,C)	

授業評価	
•  他分野を学び、興味がわいた	
•  専門と関係ない話がある	

３．教材の学内活用１（大学院講義）	



　・４学科専攻（環境社会、海洋地球科学、航海、海洋機械工学）	

　・学科毎に独自の課題（確認テスト、最終課題は実施しない）	

　・大学Webに全講座を掲載（アクセス制限、期限付き）	

　・受験生にAddress, ID, Password配布　（３００ ID を用意）　	

　・受講履歴をID毎に記録、指定期間内のみ受講可能　	

３．教材の学内活用２（AO入試）	

AO入試課題（２０１７年度）	

Max 100名程度？ 	



　AO入試	
（学科課題型）	

要項	
選択課題（２問）	

JMOOC視聴
課題	

１次選考	
課題レポート
(A4・6枚)提出	

２次選考	
課題プレゼン
（20分）	

（全講座視聴）	

視聴方法	
（URL,	ID,	PW取得）	
申請締切	



４．展望�

利用の拡大�

 ■ 高大接続教育�

　・付属高校生の入学前学習�

 ■ 社会人講座 �

　・海洋調査研修船「望星丸」による洋上セミナー�

　　事前学習（反転学習）�

新たな教材�

  ■ 専門分野のコース開講�

　  海洋考古学、海洋生物など�

　（カテゴリーⅠ）�


